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式典およびメイン会場プログラム時　間
開会式９：３０～１０：００
吹奏楽演奏（栗原中学校吹奏楽部）１０：１０～１０：４０

一輪車・マーチングバンドパレード
（相武台・相模野一輪車クラブ、座間市少女マー
チングバンド）

１０：４５～１１：１５

祭ばやし（中栗原はやし保存会）１１：１５～１１：３０
メイポールダンス（ボーイスカウト・ガールスカウト
座間連絡協議会）１１：３０～１２：００

祭ばやし（中栗原はやし保存会）１２：００～１２：１５
鳴子踊り（ひばり鳴子隊）１２：１５～１２：３０
レクリエーションダンス（あぜみち会）１２：３０～１３：００
マジックショー（座間マジック同好会）１３：００～１３：４０

閉会式１３：４５～１４：００

催 し 物 案 内
《自然観察会》
〇受　付　本部前にて　午前１０時１０分～
〇出発時間　午前１０時３０分
〇行き先　県立座間谷戸山公園方面の散
　策（予定）
《ポット苗販売》
　二鉢１００円（一人二鉢まで）
《その他の催し物》
緑の相談室、盆栽・山野草・さつきの展示、生け花教室、花苗の
寄せ植え教室、植木市、飲食物販売、バザー、青空野菜市など

　暖かな日差しを受けて輝く若葉が、まぶしく感じられる季
節になりました。今年も「みどりの日」恒例の「市緑化祭り」
が開催されます。
　この催しは、市民の皆さんに花や緑に触れていただき、緑あ
ふれる明るく住みよいまちづくりを進めることを目指して開
催されるものです。
　さわやかな春の休日を、わたしたちの心にやすらぎと潤い
を与えてくれる花や緑いっぱいの「かにが沢公園」で過ごし
てみてはいかがですか。
担当　　　　　 公園緑地課1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

　草花の売り上げは、緑地保全基金へ募金されます。
皆さんのご協力をお願いします。

○資源物とごみは、収集日の「日の出から午前８時３０分まで」にごみ収積所に出してください。
○瓶やペットボトルのキャップは外してください。外したキャップでプラスチック製の物は「プラスチック製容器
　包装の日」に、金属製の物は「缶の日」に出してください。
○スプレー缶やガスボンベを出すときは、中身を使い切ってから必ず穴を開けて出してください。

大型連休中のごみ・資源物などの収集日程

燃えないごみし尿・生活排水ペットボトル缶・瓶燃えるごみ

４月２９日（火）
※祝日ですが
収集します。

４月３０日（水）

５月１日（木）

５月２日（金）

５月６日（火）

５月７日（水）

※４月２９日（火）
および５月３日
（土）から５月５
日（月）までは収
集しません。

５月１日（木）５月６日（火）４月３０日（水）
５月２日（金）
５月７日（水）

※５月５日（月）は
収集しません。

月
・
水
・
金　

収
集
地
区

座間・四ッ谷・立野
台・明王・新田宿・
緑ヶ丘・入谷・東建
座間ハイツ・東建ニ
ューハイツ・クレス
ト座間・レックス座
間陽だまりの丘

５月６日（火）５月１日（木）
さがみ野・相武台・
栗原・栗原中央・南
栗原・西栗原

４月３０日（水）５月２日（金）５月７日（水）５月１日（木）
５月６日（火）

※４月２９日（火）
および５月３日
（土）は収集しま
せん。

火
・
木
・
土　

収
集
地
区

相模が丘・広野台

５月７日（水）５月２日（金）
東原・小松原・ひば
りが丘・日産栗原寮・
日産座間寮・

４月２９日（火）から５月７日（水）までの収集日程は、次のとおりです。

お 知 ら せ
※駐車場のご利用は午後２時３０分までです。
※ごみは持ち帰りましょう

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�
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【座間市のお知らせ】� 686

●�みんなの健康（3面）�
●�平成１５年度市の予算（4・5面）�

●�

●�国定資産の評価替え（2面）�

ざまインフォメーション（6・7面）●�
公共下水道の早期接続にご協力を（8面）
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平
成
十
五
年
度
の
土
地
（
宅

地
）
の
評
価
替
え
で
は
、
平
成

十
四
年
一
月
一
日
を
価
格
調
査

基
準
日
と
し
て
地
価
公
示
価
格

の
七
割
を
目
途
に
、
評
価
の
均

　

固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
固
定
資
産
の
う
ち
土
地
と
家
屋
に

つ
い
て
、
三
年
ご
と
に
評
価
を
見
直
し
す
る
評
価
替
え
の
年
度
に

当
た
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
替
え
と
税
負
担

の
調
整
措
置
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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衡
化
と
適
正
化
を
図
り
ま
し
た
。

価
格
調
査
基
準
日
以
降
も
地
価

が
下
落
し
て
い
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
四
年
一
月
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日

か
ら
七
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一
日
ま
で
の
半
年
間

の
地
価
の
下
落
を
評
価
額
に
反

映
さ
せ
た
見
直
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
農
地
な

ど
の
宅
地
の
価
格
を
基
準
に
し

て
評
価
す
る
土
地
に
つ
い
て
も
、

基
準
と
な
る
土
地
の
評
価
の
見

直
し
に
伴
い
、
同
様
に
評
価
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
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特
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の

修
正
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税
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し
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十
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さ
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ら
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な
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今
回
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に
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均
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整
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）

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
再
建
築

費
評
点
基
準
表
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
新
築
家
屋
は
新
基
準
表

に
当
て
は
め
て
評
価
し
ま
す
が
、

在
来
分
家
屋
（
既
に
評
価
さ
れ

て
い
る
家
屋
）の
評
価
替
え
は
、

評
価
替
え
の
対
象
と
な
っ
た
家

屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価
替
え

の
年
度
に
新
築
す
る
と
し
た
場

合
の
建
築
費
（
再
建
築
価
格
）

を
算
出
し
、
家
屋
の
経
過
年
数

に
よ
る
減
点
補
正
な
ど
を
行
い

評
価
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平

成
十
四
年
度
の
評
価
額
を
下
回

る
場
合
は
、
下
回
っ
た
価
格
が

平
成
十
五
年
度
の
評
価
額
と
な

り
ま
す
し
、
平
成
十
四
年
度
の

評
価
額
を
超
え
る
場
合
は
、
平

成
十
四
年
度
の
評
価
額
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。
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屋
の
評
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え
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税 負 担 の 調 整 措 置

Ｑ　平成１５年度の土地の評価額は下がっているのに、税額が下がら
　ないのはどうしてですか

Ａ　土地の評価については、全国的にばらつきが見られた評価の水
準を統一するため、平成６年度から地価公示価格の７割を目途に評
価替えし、評価の均衡化、適正化を図りました。その結果、評価額
は前年度に比べ大幅に上昇しましたが、税負担については土地の評
価額を課税標準額（左５. 税額計算参照）としてそのまま反映させず、
前年度の課税標準額を基礎とする調整措置が取られました。
　平成９年度からは負担水準（その年の評価額に対して前年度の課
税標準額がどのくらいに達しているかの割合）の導入により、負担
調整率（左表参照）を求めることになりました。
　これにより、引き続き地価は下落しているものの、下図のとおり
評価額と前年度の課税標準額とに格差（D×０.７と Eとの開き）が
あるうちは、課税標準額をなだらかに評価額に近づけていくための
負担調整措置が取られています。
　このため、平成１５年度の評価額が１４年度の評価額より下回ってい
る場合でも、負担水準によって税額の据え置き措置が取られたり、
大幅な地価の下落に
対応した臨時的な税
負担の据え置き措置
（左３.臨時的な税負
担の据え置き措置参
照）に該当したりす
る場合は、税額が据
え置かれます。

　負担水準が７０㌫を超えることとなる土地は、負担水準を７０㌫とした場合
の税額まで引き下げられます。

１．商業地等の宅地の税負担

負担調整率負担水準税　目
７０％まで引き下げ７０％を超えるもの

固定資産税

１．００（据え置き措置）６０％以上７０％以下
１．０２５４０％以上６０％未満
１．０５３０％以上４０％未満
１．０７５２０％以上３０％未満
１．１０１０％以上２０％未満
１．１５１０％未満

　小規模住宅用地と一般住宅用地のそれぞれの特例率を乗じた後の額で負担
水準を算出し、負担水準が１００㌫以上となる土地は、本則課税とした場合の
税額まで引き下げられます。
※小規模住宅用地（１戸当たり２００平方㍍までの住宅用地）の本則課税とは、
課税標準額を評価額の６分の１とする課税をいいます。
※一般住宅用地（住宅の床面積の１０倍まで）の本則課税とは、課税標準額を
評価額の３分の１とする課税をいいます。

２．住宅用地の税負担

　著しい地価の下落に対応した臨時的な税負担の調整措置として、課税標準
額が前年度より上昇することとなる土地であっても、次の二つの要件を満た
すものについては、その税額が据え置かれます。
①その土地の負担水準が商業地等の宅地で４５㌫以上、一般住宅用地で５０㌫
　以上、小規模住宅用地で５５㌫以上であること。
②その土地の平成１２年度評価額に対する平成１５年度評価額が下落率１５㌫（全
　国平均）以上であること。

３．臨時的な税負担の据え置き措置

　固定資産税と同様に次の措置が講じられます。
（１）商業地等の宅地のうち、負担水準が７０㌫を超える土地については、負
　　　担水準を７０㌫とした場合の税額まで引き下げます。
（２）商業地等の宅地のうち、負担水準が６０㌫以上７０㌫以下の土地につい
　　　ては、据え置きになります。
（３）住宅用地のうち、一般住宅用地、小規模住宅用地の負担水準が本則課
　　　税の８０㌫以上の土地については、据え置きとなります。
（４）著しい地価下落に対応した臨時的な税負担の据え置き措置を講じます。

４．都市計画税

○平成１５年度土地課税標準額＝平成１４年度土地課税標準額×負担調整率
○平成１５年度家屋課税標準額＝原則として評価額
課税標準額→税額算定の基となる額で、原則として評価額と同額ですが、住
　　　　　　宅用地の課税標準の特例措置や土地の負担調整措置が適用され
　　　　　　る場合は適用後の額が課税標準額となります。

平成１５年度土地課税標準額＋平成１５年度家屋課税標準額＝平成１５年度課税標
準額（千円未満切り捨て）

平成１５年度課税標準額×税率（１．４％）－（新築住宅軽減分）＝平成１５年度固
定資産税（百円未満切り捨て）・・・①

平成１５年度課税標準額×税率（０．２％）＝平成１５年度都市計画税（百円未満切
り捨て）・・・②　

平成１５年度税額＝①＋②

５．税額計算

負担水準＝� ×100（％）�
平成１４年度課税標準額�

平成１５年度評価額�

負担調整率負担水準税　目
本則課税まで引き下げ１００％以上のもの

固定資産税

１．００（据え置き措置）８０％以上１００％未満
１．０２５４０％以上８０％未満
１．０５３０％以上４０％未満
１．０７５２０％以上３０％未満
１．１０１０％以上２０％未満
１．１５１０％未満

負担水準＝� ×100（％）�
平成１４年度課税標準額�

平成１５年度評価額×住宅用地の特例率（1/6または1/3）�

評価額の下落率＝� ×100（％）�
平成１５年度評価額�
平成１２年度評価額�

（１ー� ）�
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固
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15年度�

3年度� 6年度� 9年度�

地価公示価格と評価額�
      および課税標準額の関係図�

12年度� 15年度�

価
格
等
� 地価公示価格�

評価額�

課税標準額�
�
上昇割合に応じた�
負担調整率�
�

負担水準に応じた�
負担調整率�
�

A

B
C

C×0.7
D×0.7

A×0.7

B×0.7

D

E

地価下落�

(住宅地の例)
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

主
な
改
正
点

診療場所受付時間　　　診療科目
1０４６（２５５）９９３３

休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科
1０４６（２５２）８２１７午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分歯　科
1０４２（７５６）９０００相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分耳鼻咽喉科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）外科・婦人科・眼科

個別健康相談

＝市民健康センター▽内容＝新し
い友達をつくりたい保護者のため
の教室。赤ちゃんと楽しく遊ぶ▽
対象＝３カ月～４カ月児とその保
護者▽定員＝３０人▽持ち物＝母子
健康手帳、バスタオル▽申込方法
＝電話予約

保

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく１８カ月までに）※指定日厳守

がん検診 保

▽とき＝①４月２２日（火）②５月８日（木）③１６日
（金）④２０日（火）▽ところ＝①東地区文化センター
②市民健康センター③ひばりが丘南児童館④北地区文
化センター▽申込方法＝電話予約（大腸がんは検診日
の７日前まで）

保成人・老人健康相談
▽とき＝４月２８日（月）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝５月７日（水）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月～６
カ月児とその保護者▽定員＝先着３０人▽持ち物＝母子
健康手帳、離乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

保２歳児歯科健康診査
▽とき＝４月２３日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成１３年３月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありま
せんのでご注意ください）

救急診療

▽とき＝５月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝５月１３日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般についての栄養士・保健師による相談
▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

▽とき＝５月１５日（木）午前９時３０
分～９時４５分受け付け▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月
児（第１子に限る）▽定員＝先着３０
人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラ
シ▽申込方法＝電話予約

保赤ちゃん教室

リ発達相談

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

予ポリオ（急性灰白髄炎）

保なかよしベビークラス

と　き
対　象

１６日～末日生まれ１日～１５日生まれ
４月１８日（金）４月１７日（木）３月生まれ

４月２２日（火）４月２１日（月）４月生まれ

４月２４日（木）４月２３日（水）５月生まれ

５月６日（火）４月２５日（金）６月生まれ

保母親父親教室

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠１６週
以降の方と夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持ち物
＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝５月６日（火）
までに担当へ

診療場所受付時間診療科目

1０４６（２５５）９９３３休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後６時～１０時（診療時間）外　科

診療場所診療時間診療科目

小児救急情報センター1０４６(２５５)９９３３にお問い合せください。
午後１０時～翌朝午前８時

小児科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。内科・外科

◆休日昼間

◆夜　間

◆深　夜

※は、②５月８日（木）市民健康センターの場合のみ

内　容と　き

自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

午後１時３０分
　～４時　　

５月７日（水）

妊娠中の歯の衛生、赤
ちゃんの衣類午前９時３０分

　～１１時３０分

５月１２日（月）

疑似体験、先輩ママに
聞く「子育て」

５月１７日（土）

妊娠中の栄養午後２時～４時５月１９日（月）

赤ちゃんの沐浴、これ
からに向けて

午前９時３０分
　～１１時３０分

５月２４日（土）

保育児相談

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところと　き

東地区文化センター午前９時３０分
　～１０時３０分

４月１８日（金）

市民健康センター４月２５日（金）

予献血へのご協力ありがとうございます
　３月７日、相武台前駅前（座間青年会議所主催）で
２５人の方にご協力いただきました。

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

▽とき＝５月１５日（木）午後１時３０分～４時▽ところ
＝厚木保健福祉事務所別館１階保健相談室▽内容＝女
性医師による思春期から更年期までの女性の健康相談
▽相談医＝北里大学病院産婦人科今井愛さん▽申込方
法＝電話予約

女性の保健相談
▽とき＝５月８日（木）午後１時３０分～４時▽ところ
＝総合福祉センター（サニープレイス座間）▽内容＝
心の病気の治療や社会復帰などの相談、アルコール・
薬物・シンナーなどの依存症の相談▽申込方法＝電話
予約

専門医による精神保健相談
▽とき＝５月１日（木）午後１時～２時▽内容＝小児
科医、臨床心理士、理学療法士などによる子どもの発
育・発達、子育ての相談▽申込方法＝電話予約

子ども専門相談

▽とき＝５月１日（木）▽対象＝心身に障害のある６
歳未満の幼児▽申込方法＝電話予約

障害児歯科相談

　介護を社会全体で支えていくために平成１２年４月から始まった介護
保険制度。国では、この制度について一部見直しを実施し、４月から
次のように変更しました。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　高齢対策課1０４６（２５２）７５３８ 5０４６（２５３）８２３８

　認定調査の項目が８５項目から７９
項目になりました。これは、厚生
労働省が痴ほう性高齢者が低く評
価されているのではないか、在宅
における介護の状況を十分に反映
していないのではないかとという
ことを踏まえ、要介護認定ソフト
の改訂が実施されることに伴うも
のです。

　介護サービスを利用した際に、
サービス事業者に支払われる額が
変わりました。
　例えば、在宅サービスでは訪問
介護（身体介護３０分未満）が２，１３７
円から２，３４１円になり、施設サー
ビスでは介護老人福祉施設（要介
護５・日額）の方で９，８５６円が９，７０５
円になります。

〈訪問介護〉「家事援助」から「生活援助」に名称変更し、「複合型」は廃止
・身体介護（３０分未満）２，１３７円→２，３４１円
・生活援助（３０分以上１時間未満）１，５５７円→２，１１７円
〈居宅介護支援〉要介護度に応じたものから一本化へ。要件を満たさない場合は減額
・要介護度に応じ（月額）６，５００円～８，４００円→８，５００円
〈介護保険施設〉全体としては引き下げ
・介護老人福祉施設　個室、ユニット型を新設
　　　　　　　　　　従来型（要介護５・日額）９，８５６円→９，７０５円
・介護老人保健施設（要介護５・日額）１０，９２９円→１０，４０３円
・介護療養型医療施設（要介護５・日額）１３，９３５円→１３，７６３円

　次のものについても介護保険の給付対象（利
用が可能）になりました。
１．入浴用リフト（垂直移動のみの物）
２．段差解消機（段差解消リフト） 
３．立ち上がり用いす
４．スライディングボード　５．六輪歩行器

介護保険制度の一部が見直されました�介護保険制度の一部が見直されました�介護保険制度の一部が見直されました�

要介護認定について要介護認定について�要介護認定について� 介護報酬について介護報酬について�介護報酬について�

福祉用具福祉用具�
貸与に貸与に�
ついてついて�

福祉用具福祉用具�
貸与に貸与に�
ついてついて�

福祉用具�
貸与に�
ついて�

※利用料（自己負担分）は介護報酬の１割です。

▽とき＝５月１２日（月）午前１０時～１１時３０分▽ところ

料金受付時間対　象検診

９００円男性：午前９時～９時１５分
女性：午前９時１５分～１１時
※午前９時～１１時

４０歳以上
胃

５００円大腸

６００円午前９時～１１時３０歳以上の
女性

子宮

３００円午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時乳

もくよ く

予

※聴覚障害者専用問い合わせ先 5０４６(２５１)５２６３
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市民一人当たりの予算の使い道（一般会計）

高齢者、障害者、児童などの福祉の充実に６万８，５９７円民生費

戸籍事務、交通公害対策、コミュニティセン
ターの建設・管理などに

３万６，８８０円総務費

道路、公園、下水道の整備などに３万１，６１０円土木費

市債の返還金に３万１，１８４円公債費

健康づくり、ごみ・し尿の収集などに３万　  ５８円衛生費

学校教育、生涯学習に２万８，１６９円教育費

消防、防災など市民の安全を守るために１万２，８９１円消防費

議会運営などに２，４３８円議会費

商工業、観光振興などに１，３０６円商工費

勤労者福祉対策に１，３０３円労働費

農業振興などに１，１５３円農林水産業費

諸支出金、予備費４２３円その他

２４万６，０１２円合　計

※１月３１日現在の人口１２６，０７９人を基にしています。

平成15年度市の予算�平成15年度市の予算�
�福祉・環境・防災などを重点に��福祉・環境・防災などを重点に�

576576576億円�
総額�

約�

業
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建

設
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
も
、
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
「
事
業

の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
」を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
二
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
る
、
三
百
十
億

一
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
（
市

独
自
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
）
の
根
幹
を
な
す
市
税
が
、

前
年
度
と
比
べ
二
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
り
、
厳
し
い
状

況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま

す
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歳
出
で
は
、
引
き
続
き
重
点

施
策
と
す
る
福
祉
・
環
境
・
防

災
の
ほ
か
、
情
報
化
の
推
進
や

（
仮
称
）
ひ
ば
り
が
丘
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
各
分
野
に
お

い
て
、
時
代
に
即
応
し
た
事
業

を
展
開
し
、
各
種
施
策
を
充
実

さ
せ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
予
算
に
基
づ
き
、
第
三

次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
み
な

ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和

す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
今
年
度
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

担
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平成１５年度一般会計の主な施策

健康づくりの推進
　母子保健の充実　　　　 ５，１６５万円
　成人・老人保健の充実　　　　　
　　　　　　　　　　 ２億１，８５４万円
保健衛生の充実
　感染症対策の強化　 １億３，３６６万円
医療体制の充実
　救急医療体制の充実 １億９，１３２万円
　医療費の助成　　　 ６億３，５１１万円
（障害者、高齢者、小児医療費の助成）
地域福祉の充実
　総合福祉センターの充実　　　　
　　　　　　　　　　　　 ３，８１０万円
　保健・医療・福祉サービスのネット
　ワーク整備　　　　　　 ３，７９５万円
　（福祉ミニバス運行事業費など）
高齢者福祉の充実
　高齢者保健・福祉施設の整備　　
　　　　　　　　　　 ２億５，３３０万円
　多様な在宅サービスの提供　　　
　　　　　　　　　　 １億８，９５１万円
　（独居老人等配食サービス、介護支
　援センター運営、生活支援型デイサ
　ービス事業費など）
障害者福祉の充実
　障害者援護施設などの整備・支援
　　　　　　　　　　　　 ４，２７１万円
　療育・訓練施設の整備　 ７，６０２万円
　治療・訓練体制の整備　　　　　
　　　　　　　　　　 ３億７，６１５万円
　介護・看護などの拡充 １億３９４万円
　社会参加の促進　　 １億２，７０５万円
児童・母子等福祉の充実
　児童手当などの充実 ４億１，７５８万円
　生活支援の拡充　　 ３億９，８０７万円
　保育体制の整備　　 １１億７，５１６万円
低所得者福祉の充実
　援護対策の充実　 　１３億１，３８４万円

　学校施設の整備　　 ８億５，８１９万円
　学校給食の充実　 　１億２，６９７万円
教育活動の充実
　多様な教育の推進　 １億４，５７５万円
　（小・中学校の教材整備事業費や教
　科書・指導書購入事業費など）
　情報教育の推進　　   　 ９，４９６万円
　（小・中学校パソコン機器導入推進
　事業費など）
生涯学習の推進
　学習活動の充実　　　　 １，３５５万円
　公民館の整備・充実
　　　　　　　　　　 １億１，６０７万円
　図書館の整備・充実      １億８万円
市民文化の向上
　市民文化会館の充実
　　　　　　　　　　 ２億８，０６０万円
　文化活動の充実　　　　 ２，６８０万円
青少年の育成
　活動の場の整備・充実 　２，１１６万円
　野外活動施設の整備・充実　　　
　　　　　　　　　　　　 ２，４５１万円
スポーツ・レクリエーションの振興
　スポーツ施設の整備・充実　　　
　　　　　　　　　　 ３億１，０１８万円
　（スポーツ施設予約システム導入事
　業費、市民体育館・プール・グラウ
　ンド・テニスコートの管理運営経費
　など）

　粗大ごみ収集運搬事業費など）
　資源物有効利用の促進　　　　　
　　　　　　　　　　 ４億９，６４９万円
　（リサイクルプラザ建設、資源物分
　別収集実施事業費など）
防災対策の推進
　情報収集・伝達体制の確立　　　
　　　　　　　　　　　 　５，０８２万円
　災害対策の推進　　　 　７，０８９万円
消防対策の推進
　消防活動拠点などの整備　　　　
　　　　　　　　　　 １億４，７８３万円
　救急体制の充実　　　 　３，７２０万円
　消防団の充実　　　　 　７，１９３万円
防犯体制の充実　
　防犯機器の整備　　　　 ２，５１０万円
交通安全対策の推進
　交通安全施設の整備　　 ３，３２６万円
　交通環境の整備　　　　 １，７６４万円
　（放置自転車対策、市営自転車駐車
　場運営事業費など）

教育環境の整備

公園・広場の充実
　公園施設の充実　　　 １億９８６万円
　管理運営の充実　　 １億４，４８４万円
道路網の整備
　生活道路の整備　　　　 ８，１５８万円
　バリアフリー化の推進
　　　　　　　　　　 ５億４，１８６万円
下水道・河川の整備
　管理体制の充実　　　　 ５，６１６万円
地域環境の充実
　緑地の確保　　　　　　 ４，４４５万円
　市営住宅の整備　　 １億１，８５５万円
廃棄物対策の推進
　処理体制の充実　 　１２億６，３２０万円
　（高座清掃施設組合運営、 塵芥 収集、

じん か い

都市農業の振興
　生産基盤整備の推進　　 ２，８７９万円
商業の振興
　商業活動の支援　　　　 １，１１６万円
　経営安定の支援　　　　 ２，１５３万円
工業の振興
　中小企業の育成　　　　 ８，７８３万円
勤労者福祉の向上
　生活安定対策の推進 １億５，５１３万円

コミュニティ活動の推進
　コミュニティセンターの整備　　
　　　　　　　　　　 ２億２，４７５万円
　コミュニティ施設管理運営の支援
　　　　　　　　　　　 　８，４９７万円
市民参加の推進
　広報の充実　　　　　　 ３，０９４万円

健康・福祉

教育・文化

都市環境

市民活動

産　業

自主財源自主財源�
197197億8,6318,631万円万円�
63.863.8％�

自主財源�
197億8,631万円�
63.8％�

依存財源依存財源�
112112億3,0693,069万円万円�
36.236.2％�

依存財源�
112億3,069万円�
36.2％�

市税市税�
161161億7,1067,106万円万円�
52.152.1％�

市税�
161億7,106万円�
52.1％�

繰入金 15億3,264万円�
5.0％�

繰越金 8億円�
2.6％�

その他の自主財源�
12億8.261万円�
4.1％�

その他の依存財源�
15億6,193万円�
5.0％�

地方消費税交付金�
7億8,500万円�
2.5％�

地方交付税�
20億3,870万円�
6.6％�

市債�
26億2,990万円�
8.5％�

県支出金�
12億3,587万円�
4.0％�

国庫支出金�
29億7,929万円�
9.6％�

市民税市民税�
7373億2,8252,825万円万円�
23.623.6％�

市民税�
73億2,825万円�
23.6％�

その他の税�
18億3,134万円�
5.9％�

予算総額�
310億1,700万円�

民生費民生費�
8686億4,8624,862万円万円�
27.927.9％�

民生費�
86億4,862万円�
27.9％�

総務費�
46億4,985万円�
15.0％�

土木費土木費�
3939億8,5338,533万円万円�
12.812.8％�

土木費�
39億8,533万円�
12.8％�

公債費公債費�
3939億3,1633,163万円万円�
12.712.7％�

公債費�
39億3,163万円�
12.7％�

衛生費衛生費�
3737億8,9648,964万円万円�
12.212.2％�

衛生費�
37億8,964万円�
12.2％�

教育費教育費�
3535億5,1545,154万円万円�
11.511.5％�

教育費�
35億5,154万円�
11.5％�

消防費�
16億2,525万円�
5.2％�

その他�
8億3,514万円�
2.7％�

予算総額�
310億1,700万円�

人件費人件費�
8181億4,3324,332万円万円�
26.326.3％�

人件費�
81億4,332万円�
26.3％�

扶助費扶助費�
4949億4.8274.827万円万円�
16.016.0％�

扶助費�
49億4.827万円�
16.0％�

物件費物件費�
4040億6.3936.393万円万円�
13.113.1％�

物件費�
40億6.393万円�
13.1％�

公債費公債費�
3939億3,1633,163万円万円�
12.712.7％�

公債費�
39億3,163万円�
12.7％�

繰出金�
38億5.688万円�
12.4％�

普通建設事業費普通建設事業費�
2323億2,6612,661万円万円�
12.412.4％�

普通建設事業費�
23億2,661万円�
7.5％�

補助費等�
22億4,575万円�
7.2％�

その他�
15億61万円�
4.8％�

一般会計項目別内訳�
歳 入 � 歳出（目的別）� 歳出（性質別）�歳 入 � 歳出（目的別）� 歳出（性質別）�

予算総額�
310億1,700万円�

固定資産税固定資産税�
7070億1,1471,147万円万円�
22.622.6％�

固定資産税�
70億1,147万円�
22.6％�

平成１５年度会計別予算
増減率予算額区　　分
２.４％３１０億１，７００万円一 般 会 計
１２.３％９６億９０９万円国 民 健 康 保 険 事 業

特 別 会 計
△３.６％６１億２３０万円老 人 保 健
２.３％４８億８，４８７万円公 共 下 水 道 事 業

△１０.２％２９億４，８１９万円介 護 保 険 事 業
２.６％２３５億４，４４５万円小 計
２.９％３０億７，０７７万円水 道 事 業 会 計
２.５％５７６億３，２２２万円合 計

重点施策の新たな取り組み�

（充実）休日急患センター診療事業費　　　　　　　　　 ８，１１８万円
　休日急患センターで平日夜間の内科と小児科の診療を新たに開始し
ます。
（充実）広域救急医
療事業費　　　　　　　　　　　　
　　　　 ９，９７５万円
　広域二次救急医療
の当番病院に小児科
医を常に配置します。
（継続）老人福祉施
設建設助成事業費　
　　 ２億３，０４７万円
　平成１４・１５年度で
１００床分の建設を補助
します。
（新）生活援助員派遣事業費　　　　　　　　　　　　　　 ２８４万円
　今年度から始まる高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）に生活
援助員を派遣し、入居高齢者に対し、生活相談、安否確認、一次的家
事援助などのサービスを提供します。
（充実）保育所管理運営事業費　　　　　　　　　　 ２億３，７２８万円
　公立保育園の保育時間を延長します。
（新）精神障害者短期入所施設建設補助事業費　　　　　　　４６万円
　広域の短期入所施設ベッド整備に伴う建設費を補助します。

86億5,005万円　�
　　　　構成比27.9％�福 祉 �福 祉 �福 祉 �

（新）地下水採取審査委員会開催事業費　　　　　　　　　　５万円
（充実）資源物分別収集実施事業費　　　　　 　   １億６，９７０万円
　ごみの減量を目指してマイバッグ
（買い物用持参袋）を貸し出します。
（充実）地域商店会施設設置・維持
管理補助事業費　　　　　 ７９８万円
　大型生ごみ処理機設置を補助対象
に追加します。
（新）リサイクルプラザ建設事業費　
　　　　　　　　　 １億８，３８９万円
　粗大ごみとして出された再生可能
な家具などを修理し、市民に提供で
きるようにするための施設“リサイ
クルプラザ”を建設します。

20億426万円　�
　　　　　構成比6.5％�環 境 �環 境 �環 境 �

（充実）防災情報システム設置運営管理事業費　　　　　 ４，５６４万円
　防災情報システムをひばりが丘に建設するコミュニティセンターに
追加設置します。
（充実）防災資機材
等整備事業費　　　　　　　　　　　
　　　　 ４，７４５万円　　　　　　　
（充実）防災資機材
備蓄倉庫整備事業費
　　　　　 ６５８万円
（充実）小学校耐震
化整備事業費　　　　　
　　 ２億１，０８３万円
（充実）中学校耐震
化整備事業費　　　
　　 １億３，５０７万円

5億1,792万円　�
　　　　　構成比1.7％�防 災 �防 災 �防 災 �

（充実）生活交通確保対策事業費　　　　　　　　　　　　　４８万円
　コミュニティバス（市内バス交通不便地域巡回バス）運行の実現に
向けて具体的に準備します。
（充実）行政評価システム推進事業費　　　　　　　　　　　８５万円
　内部評価について、客観的な視点から広範な意見や評価を得るため
の外部評価を実施します。
（充実）住民基本台帳ネットワークシステム事業費　　　 ３，８５４万円
　住民基本台帳カードを有料で交付します。希望者には図書貸し出し
カードの機能を付加します。
（充実）健康まなび事業費　　　　　　　　　　　　　　　　３０万円
　“健康なまちづくり”について市民とともに推進するため、地域で
の健康なまちづくり活動のための人材育成を目的とした「健康文化都
市大学講座」を開催します。
（充実）小学校施設維持管理事業費　　　　　　　　　　 ８，０５０万円
　小学校９校に７２８台の扇風機を設置します。
（充実）中学校施設維持管理事業費　　　　　　　　　　 ５，０５２万円
　中学校６校に６１０台の扇風機を設置します。
（充実）東地区文化センター冷暖房機取替事業費　　　　 ５，６００万円
（新）スポーツ施設予約システム導入事業費　　　　　　 ２，３３９万円
　インターネットや市役所市民情報コーナー、市公民館、北・東地区
文化センターにある端末機で、スポーツ施設の予約や空き情報の確認
などができるシステムを導入します。

そ の 他 �そ の 他 �そ の 他 �

休日急患センター

訓練で組み立てられる防災資機材（簡易トイレ）

大
型
生
ご
み
処
理
機
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６８６　　平成１５年（２００３年）４月１５日●７ 

姉妹都市（米国スマーナ市）への
中学・高校生派遣団員募集

　市国際交流協会では、本市の姉妹
都市である米国スマーナ市への中学
・高校生の派遣団員を募集します。
これは、スマーナ市との友好を促進
し、相互理解を深めること、また派
遣する団員がホームステイを通して、
国際的な視野を養い、これからの時
代にふさわしい青少年となることを
目的にしています。多くの皆さんの
応募をお待ちしています。
○派遣時期　８月６日（水）～２０日（水）
○派遣先　アメリカ合衆国テネシー
　州スマーナ市
○活動内容　ホームステイによる異
　文化体験など
○対　象　中学・高校生
○定　員　２０人
○応募資格　平成１５年４月１日現在
　で市内に在住し次のすべてに該当
　する健康な方①国際交流に興味が
　あり、積極的に行動ができる②本
　市の代表としての自覚を持ち、計
　画に従って規律ある団体行動およ
　び生活ができる③保護者の同意が
　ある④過去に本事業で姉妹都市へ
　渡航したことがない⑤研修などの
　全日程に参加可能
○費　用　１５万円（パスポート申請、
　保険およびその他の個人的な費用
　は自己負担）
○応募方法　担当に備え付けの申込
　書（写真添付）に必要事項を記入
　の上、５月１４日までに直接または
　郵送（〒２２８－８５６６市役所渉外課内
　市国際交流協会事務局あて。当日
　消印有効）で担当へ
○選考方法　①第１次選考（作文）
　＝６月１日（日）午前１０時～②第２
　次選考（面接）＝６月８日（日）
　午前１０時～
担当　市国際交流協会事務局（渉外
　　　課内）
　1０４６（２５２）８３０７ 5０４６（２５５）３５５０

　横浜防衛施設局では、住宅防音工
事で取り付けたエアコンおよび換気
扇が故障し取り替えが必要な場合、
その費用の９割を補助しています。
○対　象　平成４年３月３１日までの
　住宅防音工事に際し、補助金で設
　置したエアコン、換気扇およびレ
　ンジ用換気扇で、機能が損なわれ
　ている物
　※工事後の増改築などで、防音区
　画が損なわれている場合を除く。
○補助金額　取り替えに必要な費用
　の９割
○申込方法　担当に備え付けの申し
　込み用紙に必要事項を記入の上、
　〒２３１－０００３横浜市中区北仲通５－
　５７第２合同庁舎９階横浜防衛施設

　局事業部施設対策第３課あて郵送
○問い合わせ先　同施設局事業部施
　設対策第３課1０４５（２１１）７１３７
担当　　　　　　　　　　　渉外課
　1０４６（２５２）８３０７ 5０４６（２５５）３５５０

　取り壊された家屋には、翌年度か
ら固定資産税と都市計画税が課税さ
れません。まだ、減失登記や市への
届け出をしていない方は、お早めに
担当へご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　資産税課
　1０４６（２５２）８０４７ 5０４６（２５５）３５５０

｢ 座間市地下水保全基本計画 ｣
を策定

　市では、平成１０年度に施行した「座
間市の地下水を保全する条例」に基
づく地下水総合調査を平成１１・１２年
度に実施し、この結果を基に「座間
市地下水保全基本計画」を策定しま
した。
　この基本計画には、「座間市の特
徴」「地下水保全の目標と施策（湧
水、涵養、水質、水量）」「地下水
保全基本計画の推進」などの内容を
掲載しています。
　計画の詳細は、６月の環境月間に
合わせて本紙でお知らせします。ま
た、閲覧をご希望の方は市役所１階
市民情報コーナーでご覧ください。
担当　　　　　　　　　環境保全課
　1０４６（２５２）７６７５ 5０４６（２５５）３５５０

市民農園利用者を募集

　市では、市民の皆さんに気軽に農
業体験をしていただくため、市内の
農地を借り上げ「市民農園」を開設
しています。
　家族で協力して作る野菜は、皆さ
んの食卓をおいしく彩ってくれるは
ずです。野菜や花作りを通して、自
然の恵みや収穫の喜びを感じてみま
せんか。
○応募資格　市内在住者（既に利用
　している方を除く）
○所在地　入谷２－９７
○募集区画　４０区画程度（多数抽選）
○利用制限　１世帯につき１区画（３０
　平方メートル）
○利用期間　６月１日～平成１８年２
　月２８日
○使用料　年額５４００円
○申込方法　担当または各出張所に
　備え付けの申込書に必要事項を記
　入の上、４月２５日までに直接また
　は郵送（〒２２８－８５６６市役所産業課
　あて。当日消印有効）で担当へ
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

市勤労者サービスセンター会員募集

　市勤労者サービスセンターは、中
小企業で働く皆さんの福利厚生と事
業所の発展援助を目的とした団体で
す。個人でも加入できます。
○対　象　▽事業所単位＝市内の中
　小企業の勤労者と事業主▽個人単
　位＝市内の中小企業の勤労者、市
　内に在住する市外の中小企業の勤

　労者
○主な事業内容　▽福利厚生＝宿泊
　施設の利用助成、チケットあっせ
　ん、バスツアーの開催、人間ドッ
　ク費用の助成ほか▽給付＝結婚・
　出産・入学祝い金、傷病・住宅災
　害見舞金、死亡弔慰金、永年勤続
　慰労金▽生活資金貸付のあっせん
○会　費　１会員月額５００円
担当　市勤労者サービスセンター事
　　　務局（産業課内）
　1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

「秋の美化デー」日程のお知らせ

　秋の美化デーが、自治会連絡協議
会と市の協議により次のとおり決ま
りました。皆さんのご協力をお願い
します。
○東部地区　１０月１９日（日）
　※予備日は１０月２６日（日）
○西部地区　１１月１６日（日）
　※予備日は１１月２４日（月）
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

県身体障害者スポーツ大会～卓球・
盲人卓球・フライングディスク競技

○と　き　６月１５日（日）午前９時
　３０分～午後５時（予定）
○ところ　県立体育センタースポー
　ツアリーナ（藤沢市善行７－１－
　２）ほか
○申込方法　５月７日までに直接・
　電話・ファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　障害福祉課
　1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

０歳～３歳児の医療費助成

　※４歳児から中学生までは、入院
　費のみ助成（所得制限あり）。
○申込方法　健康保険証と印を持参
　の上、直接担当へ
担当　　　　　　　　　市民健康課
　1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

一人暮らし高齢者の医療費助成

　市では、一人暮らしの高齢者を対
象に、１割の負担で医療が受けられ
る助成制度を設けています。医療証
の交付を受けていない方は、お早め
に手続きをしてください。
○対　象　次のすべての条件に該当
　する６５歳～６９歳の方①市内在住で
　住民登録または外国人登録をして
　いる②単身で生計を維持している
　③市民税非課税④国民健康保険ま
　たは各種社会保険に加入している
　※市の高齢者医療費助成や心身障
　害者医療費助成など、ほかの公的
　医療費助成制度の対象者は除く。
○助成内容　実際に掛かった医療費
　の９割を補助（１カ月の自己負担
　限度額＝外来８０００円 ､入院２万４６ 
　００円）
○申込方法　健康保険証と印を持参
　の上、直接担当へ
担当　　　　　　　　　市民健康課
　1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

国民健康保険夜間窓口を開設

　市では、日中市役所に届け出に来
庁できない方や金融機関へ納付に行
けない方を対象に、国民健康保険の
夜間窓口を開設します。
○と　き　４月２１日～２５日午後５時
　３０分～８時
○ところ　市役所１階国保年金課
○持ち物　納付書、健康保険証、印
担当　　　　　　　　　国保年金課
　1０４６（２５２）７００３ 5０４６（２５２）７０４３

市民芸術祭演劇部門説明会

　教育委員会では、１２月７日（日）に
開催する市民芸術祭演劇部門の参加
団体を募集します。つきましては、事
前説明会を次のとおり実施します。
○と　き　５月８日午後７時～
○ところ　市役所５階教育委員会室
○申込方法　５月７日までに電話で
　担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

「相模が丘」「ひばりが丘」を
緑化推進重点地区に追加指定

　市では、このたび「座間市緑の基
本計画」を改定しました。これまで
この計画では、｢入谷の一部」を「緑
化重点推進地区」に指定していまし
たが、新たに「相模が丘」「ひばりが
丘」の２地区を追加指定しました。
　地区内に居住する皆さんには、特
に「生け垣設置奨励金」などを利用
していただき、緑あふれる街づくりに
ご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　公園緑地課
　1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

中高年健康水中ウオーキング教室

　市では、子育て支援の一環として、
０歳から３歳児を対象とした医療費
の助成を実施しています。医療証の
交付を受けていない方は、お早めに
手続きをしてください。
○対　象　０歳～３歳児
　※０歳児を除き所得制限あり。厚
　生年金加入者が児童手当を受ける
　際の所得限度額に同じ。

○と　き　５月１２日～１４日いずれも
　午後１時３０分～２時３０分（全３回）
○ところ　協栄スイミングクラブ座
　間（座間２－２３８）
○内　容　水中ウオーキングの基本
　から応用まで
○対　象　５０歳以上の市内在住・在
　勤者
○定　員　５０人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　水着、水泳帽子、バスタ
　オル
○申込方法　５月８日までに電話で
　担当へ
担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

防音工事で取り付けたエアコン・換
気扇の取り替えに伴う費用の補助

家屋を取り壊したときは連絡を

か ん よ う

ゆ う

市内の交通事故件数

平成１５年１月１日～３月３１日
（物件事故を含まず）

負傷者死者件数
２２２０１９２１５年
２５３１２１３１４年
－３１－１－２１増減
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◆演劇ワークショップ～子どもから
　大人まで楽しむ演劇講座
○と　き　５月２４日～７月１９日毎週
　土曜日午前１０時～正午
○内　容　出会いを楽しもう、舞台
　ができるまで、台本を読もうほか
○対　象　小学生以上
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　５月１０日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆北文町中たんけん隊参加者募集
○と　き　①４月２７日②５月１８日③
　６月７日（土）④２１日（土）⑤～
　⑨未定、①午後１時～４時②④午
　前１０時～午後３時③午前９時～午
　後４時３０分
○ところ　北地区文化センターほか
　（③は県立生命の星・地球博物館、
　⑧は相模川河川敷、⑨は未定）
○内　容　①②座間の自然を歩こう
　③博物館で楽しもう④押し花標本
　を作ろう⑤夏の星座を探そう⑥押
　し花アートにチャレンジ⑦火星が
　大接近⑧相模川で自然を楽しもう
　⑨秋の野山へ出掛けよう
○対　象　市内在住・在学の小・中
　学生（保護者同伴も可。⑤⑦は必
　ず保護者同伴）
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　無料（③⑧⑨は交通費自
　己負担）
○申込方法　４月２３日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

◆としょかんたんけんたい
○と　き　５月～平成１６年３月まで
　（８月、１２月を除く）の毎月第２
　土曜日午前１０時～正午
○内　容　楽しく遊びながら本に親
　しむ
○対　象　市内在住・在学の小学２
　年～６年生
○定　員　各回３０人（全日程の参加
　も可）
○申込方法　開催日の前日までに直
　接・電話・ファクスで同館へ

◆収納事務非常勤職員
○募集人数　２人
○応募資格　１８歳～６４歳の健康な方

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆感謝の花をアレンジメント
　手づくりの贈り物で“ありがとう”
　の気持ちを伝えましょう
○と　き　５月１０日午前１０時～正午
○内　容　母の日の贈り物にフラワ 
　ーバスケットを作る
○対　象　小学生
○定　員　２０人（先着順）
○参加費　５００円（材料代）
○持ち物　筆記用具、手ふき用タオ
　ル、作品を持ち帰るための袋
○申込方法　４月１５日午前１０時～直
　接・電話で同センターへ

○業務内容　収納事務補助
○勤務期間　５月２６日～平成１６年３
　月３１日、７月１日～１２月１９日（各１人）
○勤務日時　月曜～金曜日のうち４
　日午前９時３０分～午後４時
○賃　金　時給７３０円～９００円（経験
　年数により異なる）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　２５日までに本人が直接担当へ
担当　　　　　　　　　　　収納課
　1０４６（２５２）８０２１ 5０４６（２５５）３５５０
◆市税等収納嘱託員（非常勤特別職
　職員）
○募集人数　４人
○応募資格　６４歳までの健康な方
○業務内容　外勤での市税などの収
　納業務および納付督促
○勤務期間　５月２６日～平成１６年３
　月３１日
○勤務日　週５日以内で月２０日以内
　（土曜・日曜日、祝日の勤務を含む）
○勤務時間　午前８時３０分～午後９
　時の間で１日５時間
○賃　金　日額１万円
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　２５日までに本人が直接担当へ
担当　　　　　　　　　　　収納課
　1０４６（２５２）８０２１ 5０４６（２５５）３５５０
◆非常勤看護師
○募集人数　１人
○応募資格　５０歳までの看護師資格
　所持者
○業務内容　リハビリ教室の補助
○勤務期間　５月１日～平成１６年３
　月３１日
○勤務日時　毎週木曜日午後１時～
　４時
○賃　金　時給１１２８円～１３３３円（経
　験年数により異なる）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　２２日までに本人が直接担当へ
担当　　　　　　　　　市民健康課
　1０４６（２５２）７３１７ 5０４６（２５２）７０４３
◆（財）座間市開発公社非常勤職員
○募集人数　若干名
○応募資格　現在求職活動中で普通
　自動車運転免許を所持する６４歳ま
　での市内在住者
○業務内容　草刈り、木の枝下ろし、
　不法投棄物処理など
○採用期間　６月２日～１１月２８日
○勤務日時　月曜～金曜日の午前８
　時３０分～午後５時
○賃　金　日額７６７９円
○面接日　５月９日（予定）
○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、４月
　２５日までに本人が直接担当へ
担当　（財）座間市開発公社事務局
　　　（管財課内）
　1０４６（２５２）７８０１ 5０４６（２５２）０２２０
◆ファミリーサポート事業協力会員
○応募資格　２０歳以上で心身ともに
　健康な市内在住者（座間、相武台、
　南栗原などで、車での送迎が可能
　な方歓迎）
○業務内容　生後３カ月から小学３
　年生（障害のある子どもは小学６
　年生）までの子どもの送迎、保育、
　一時預かりなど
　※研修受講後の活動となります。
○業務時間　午前６時３０分～午後９
　時で協力可能な時間
○報　酬　３０分５５０円
○応募方法　電話で担当へ

善意のともしび�
（敬称略）�

◇交通対策基金へ
▽２万３８３５円＝市交通安全母の会連
絡協議会
◇市内小学校へ
▽ランドセルカバー１３００枚＝座間ロ 
ータリークラブ
◇市社会福祉協議会へ
▽６万５３００円＝市立学校教職員互助
会▽車いす２台＝さがみ野 ･椎名明
美▽本１冊＝横浜市 ･小杉衆一▽１
万５１００円＝東原・さがみ野キリスト
教会▽１０万円＝匿名▽５４３２円＝入谷・
スペースＧ▽１万円＝匿名▽カセッ
ト、Ｙシャツ、おもちゃ＝緑ヶ丘・
山下▽車いす１台＝四ツ谷・大浪修
▽１万１３１２円＝立野台・レストラン
ふたば▽ひな人形＝立野台・藤村▽
５０００円＝匿名

みんなの広場�

○旅フェア２００３～旅の国、日本。
▽とき＝４月１８日～２０日午前１０時～
午後６時▽ところ＝パシフィコ横浜
（横浜市西区みなとみらい１－１－
１）▽内容＝全国自治体と旅行・宿
泊・鉄道・航空などの観光業者によ
る展示、伝統芸能披露、温泉体験・
体感コーナー、駅弁・地域特産品の
販売ほか▽入場料＝無料▽問い合わ
せ先＝旅フェア実行委員会事務局＝
1０３（３２７６）２３１８
○座間郵便局で郵便配達員募集
▽募集人員＝１０人▽応募資格＝原動
機付自転車以上の２輪車免許の所持
者で乗り慣れている方（長期で働け
る方）▽業務内容＝郵便物の配達▽
勤務日時＝週５日または６日で午前
９時～午後３時４５分または午後４時
３０分～８時３０分▽賃金＝時給８５０円
（午後５時以降は１０㌫加算。ほかに
交通費を１日１５００円まで条件により
支給）▽選考方法＝面接▽応募方法
＝月曜～金曜日の午前９時～午後５
時に、電話で座間郵便局総務課1０４６
（２５１）２３２２（佐藤）へ
○第４回かにが沢鯉のぼり大会
　ご好評をいただいています「かに
が沢鯉のぼり大会」を今年も次のと
おり開催します。ご家族おそろいで
お越しください。
▽とき＝４月２８日～５月６日▽とこ
ろ＝かにが沢公園子ども広場▽問い
合わせ先＝1０４６（２５５）９３８１（神原）
○カヌー体験教室「チャレンジしよ
　う！カヌー＆カヤック」
▽とき＝５月２４日（荒天の場合２５日）
①午前９時３０分～１１時、正午～午後
１時３０分、午後２時～３時３０分②③
午前１０時～１１時３０分、正午～午後１
時３０分、午後２時～３時３０分④⑤午
前９時～正午、午後２時～４時⑥午
後２時～５時▽ところ＝①相模湖（相
模湖町）②宮ヶ瀬湖（清川村）③相
模川（相模原市）④丹沢湖（山北町）
⑤三戸浜（三浦市）⑥引地川（藤沢
市）▽内容＝初心者向けのカヌーと
カヤックの体験▽対象＝小学４年生
以上の県内在住・在勤者▽定員＝３００
人▽参加費＝２０００円（保険料含む）▽
申込方法＝県カヌー協会事務局にフ 
ァクス5０４２（７８０）５５０６・電子メール

tashiro@tuqui.com で申込用紙を
請求し、郵送される申込用紙に必要
事項を記入の上、５月１６日までに返
信▽問い合わせ先＝同協会事務局1 

０４２（７８４）６４７２（田代）※午後７時以降
○金融庁・預金保険機構からのお知
　らせ
　金融機関が破綻した場合の預金な
どの取り扱いは、次のとおりです。
・定期預金などについては、元本１０
　００万円までとその利息などが保護
　されます。
・当座預金、普通預金、別段預金は、
　平成１７年３月末まで全額保護され
　ます ｡平成１７年４月以降は、当座
　預金など利息のつかない預金に限
　り全額保護され、そのほかは定期
　預金と同様の取り扱いとなります。
・預金保険制度と農漁業系統貯金保
　険制度についても、同様の取り扱
　いとなります。
▽問い合わせ先＝各金融機関の窓口、
預金保険機構1０３（３２１２）６０２９、財務
省関東財務局横浜財務事務所1０４５
（６８１）０９３１
○４月１日からのパスポート申請に
　は「住民票の写し」が不要となっ
　ています
　４月１日以降、パスポート申請の
際の本人確認に、住民基本台帳ネッ
トワークシステム（住基ネット）の
利用が可能となりました。これによ
り、「住民票の写し」の提出が不要
となっています。住基ネットの利用
を希望しない場合には、「住民票の
写し」の提出が必要です。
　なお、戸籍謄（抄）本などの関係
書類はこれまでのとおり必要ですの
で、ご注意ください。
▽問い合わせ先＝県パスポートセン
ター1０４５（６７１）７２０１
○国の教育ローンのご利用を
　国の教育ローンは、教育に必要な
資金を融資する公的制度で、入学時
や在学中に利用できます。
▽融資額＝学生・生徒一人につき２００
万円以内▽利率＝年１．６㌫（平成１５年
３月１２日現在）▽返済方法＝毎月元
利均等返済（ボーナス月増額、繰り
上げ償還も可）▽返済期間＝１０年以
内（交通遺児家庭および母子家庭は
１年の延長可。在学期間は元金据え
置き）▽問い合わせ先＝国民生活金
融公庫厚木支店1０４６（２２２）３３１５、同
公庫相模原相談室1０４２（７５１）５６８９
○県立座間谷戸山公園
　「谷戸山生き物図鑑」写真募集
　県立座間谷戸山公園では、ホーム
ページ（http://www.zamayatoya 
ma.kanagawa-park.or.jp）上に公
園内の生き物図鑑を作成しており、
この図鑑に使用する写真を募集して
います。
▽題材＝同公園内で撮影した野鳥、
昆虫、草花など▽規格＝【アナログ】
サービス判以上【デジタル】jpeg形
式１００KB以下▽応募方法＝撮影デー
タ（生き物の名前、撮影年月日・時
間、撮影場所）、住所、氏名、電話
番号を明記の上、郵送（〒２２８－００２４
市内入谷３－３９０４県立座間谷戸山公
園管理事務所あて）または電子メー
ル（yatoyama@kanagawa-park. 
or.jp）で同管理事務所へ▽その他＝
①掲載の際には ､撮影データと撮影
者名（または匿名）を表示②都合に
より掲載できない場合あり③応募作
品についての権利は同公園に帰属▽
問い合わせ先＝同公園ログハウス1 

０４６（２５７）６３８８（片倉）※掲載の有無に
ついての問い合わせには応じません。

担当　　　　　　市社会福祉協議会
　1０４６（２６６）２００３ 5０４６（２６６）２０１７
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【座間市のお知らせ】

及
の
た
め
、
助
成
制
度
と
工
事

費
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。対
象
は
、い
ず
れ
も
公
共
下

水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な 

っ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
工
事

を
す
る
方
で
す
。

《
助
成
制
度
》

◇
く
み
取
り
便
所
の
改
造
工
事

＝
く
み
取
り
口
一
カ
所
に
つ
き

一
万
円

◇
私
道
に
家
屋
が
二
戸
以
上
あ

り
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
工

事
＝
工
事
費
の
三
分
の
二
以
内

の
額

《
融
資
制
度
》

◇
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
工
事
＝
限
度
額

五
十
万
円
（
無
利
子
）

※
取
扱
金
融
機
関
に
つ
い
て
は

表
２
参
照
。

赤
ち
ゃ
ん
ゃ
ん�

赤
ち
ゃ
ん
ゃ
ん�

赤
ち
ゃ
ん�

〇と　き　①５月３０日（金）②６月２日（月）③４日（水）④６
　日（金）、①午後１時３０分～２時４５分②④午前１０時～正午③午
　前１０時～１１時３０分（全４回）
〇ところ　市民健康センター
〇内　容　①あなたの体を知ろう②自分自身を好きになろう③体
　にやさしい運動④若さを保つ食事作り
〇対　象　３０歳～４０歳代の女性
〇定　員　３０人（先着順）
〇参加費　２００円（材料代）
〇保　育　あり（希望者は５月２０日（火）までに電話で担当へ）
〇申込方法　直接・電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

 溝  口 　
みぞ くち

 航 生   ちゃん

こう き

Ｈ１４．８．１５生まれ　男
小松原２丁目

 太  田 　 竜 誠   ちゃん

おお た りゅう せい

Ｈ１４．１０．６生まれ　男
入谷４丁目

 中  西 　佑   太   ちゃん

なか にし ゆう た

Ｈ１４．６．２生まれ　男
新田宿

 佐  藤 　 瑠 星   ちゃん

さ とう りゅう せい

Ｈ１４．１０．１３生まれ　男
相模が丘３丁目

は
、
緑
ヶ
丘
二
〜
四
丁
目
、
広

野
台
一
丁
目
、小
松
原
二
丁
目
、

相
武
台
一
〜
四
丁
目
、
入
谷

一
・
四
丁
目
、
東
原
三
丁
目
、

南
栗
原
五
丁
目
、
栗
原
中
央

四
・
五
丁
目
の
各
一
部
地
域
で

合
計
三
十
一
・
五
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す（
左
図
参
照
）。
こ
れ
に

よ
り
、
市
内
の
整
備
面
積
は
千

七
十
・
五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な

り
、
事
業
認
可
面
積
千
二
百
六

十
一
・
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

す
る
整
備
率
は
、
八
四
・
八
九

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
市
の
下
水
道
施
設
の
建
設

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
四
百
八

十
九
億
円
（
市
民
一
人
当
た
り

約
三
十
八
万
円
）
と
い
う
多
額

の
費
用
を
投
じ
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）。

　

下
水
道
の 
管  
渠 
敷
設
費
用
は
、

か
ん 
き
ょ

一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
推
進
工
法

で
約
二
十
一
万
円
、
開
削
工
法

で
約
九
万
円
掛
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
多
額
の
費
用
を
掛
け
た
施

設
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、

ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
の

一
日
も
早
い
接
続
が
望
ま
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
方
は
、

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
三
年

以
内
に
、
浄
化
槽
の
場
合
は
遅

滞
な
く
、
公
共
下
水
道
に
流
し

込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
下

水
道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
自
費
施
工
で
、

市
指
定
の
工
事
店
で
な
け
れ
ば

施
工
で
き
な
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
促
進
や
水
洗
便
所
の
普

表２　助成・融資制度取扱金融機関

電　話金融機関名
０４６（２５１）００３３さがみ農業協同組合座間支店

０４６（２５３）１７３３さがみ農業協同組合栗原支店

０４６（２５５）１２４１城南信用金庫相武台支店

０４６（２５５）１１５５中央労働金庫座間支店

０４６（２５４）６１１１平塚信用金庫座間支店
０４２（７４４）１３３１平塚信用金庫相模台支店
０４６（２５６）１１１０平塚信用金庫ひばりが丘支店
０４６（２５４）９１１１八千代銀行相武台支店

０４６（２７４）７７７１八千代銀行南林間支店

０４６（２５２）１１１１横浜銀行座間支店

０４２（７４４）１２３１横浜銀行相模台支店

０４６（２３２）５１５１横浜銀行さがみ野支店
０４６（２７４）３３１１横浜銀行南林間支店

０４６（２５１）５１５１横浜銀行座間駅前支店

表１　 管  渠 建設費の推移
かん きょ

３９９億５６７７万６０００円昭和４７年～平成９年度まで
２１億５８６３万５０００円平成１０年度
２３億３１７６万９０００円平成１１年度
１６億４８７２万５０００円平成１２年度
１５億９２６５万００００円平成１３年度
１１億５３５０万３０００円平成１４年度（見込額）
４８８億４２０５万８０００円合計
２１億２５８０万４０００円平成１５年度（予算額）

　　　　　 ４月１日から接続が可能となった区域
　　　　　 整備済区域
※概要を示していますので、詳しくは担当にお問い合わせください。

公共下水道整備状況図

フレッシュレディースセミナーフレッシュレディースセミナー
～更年期前のあなたへ～～更年期前のあなたへ～

 今  関 　和
いま ぜき

   ちゃん

なごみ

Ｈ１３．８．３０生まれ　女
栗原中央１丁目

 三  谷 　 圭 梧   ちゃん

み たに けい ご

Ｈ１４．８．２１生まれ　男
南栗原５丁目

 宮  脇 　 大 空   ちゃん

みや わき ひろ き

Ｈ１４．８．１７生まれ　男
入谷５丁目

 滝  沢 　春
たき さわ

   奈
はる

   ちゃん

な

Ｈ１４．４．６生まれ　女
西栗原２丁目

多多多多多多多多多多
額額額額額額額額額額
のののののののののの
建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設
費費費費費費費費費費
をををををををををを

多
額
の
建
設
費
を

無無無無無無無無無無
駄駄駄駄駄駄駄駄駄駄
にににににににににに
しししししししししし
なななななななななな
いいいいいいいいいい
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ
にににににににににに

無
駄
に
し
な
い
た
め
に
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事事事事事事事事事事
店店店店店店店店店店
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるる

市
指
定
工
事
店
に
よ
る
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事事事事事事事事事事
がががががががががが
必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要
でででででででででで
すすすすすすすすすす

工
事
が
必
要
で
す
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ご

利
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全
し
、
周
辺
環
境
の
改

善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
の
公
共
下
水

道
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
接
続
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
早

期
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課
1
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四
月
一
日
か
ら
公
共
下
水
道

の
接
続
が
可
能
と
な
っ
た
区
域

新新新新新新新新新新

たたたたたたたたたた

なななななななななな

接接接接接接接接接接

続続続続続続続続続続

新

た

な

接

続

可可可可可可可可可可

能能能能能能能能能能

区区区区区区区区区区

域域域域域域域域域域

はははははははははは

可

能

区

域

は
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